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Q33b Cosmic Ray Acceleration under Turbulent Shock
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宇宙線のスペクトルの研究は天文学百年来の謎とされてきたが、1015eV 以下のエネルギー宇宙線に関しては、超
新星爆発残骸由来であろうというコンセンサスが得られているし、最高エネルギー宇宙線の由来についてもAUGER
の観測 [1]などにより決着が着きつつある。これに伴い、宇宙線スペクトルのより精密な説明が必要とされている。
宇宙線加速の説明には磁場を通じた無衝突相互作用が必須である。というのも宇宙線加速を引き起こしている衝

撃波や乱流が流体的なものであるとすれば、現象の最小スケールは平均自由行程であるべきだ。ところが典型的な
超新星残骸 [2]におけるそれは lmfp = 1016cm 程度であり、熱的速度領域にいる粒子を加速するには大きすぎるか
らである (Injection問題)。
そこで我々は、MHD乱流スペクトルの解析解 [3]をもとに、さまざまな磁気乱流下・衝撃波下で生成される宇宙

線のエネルギースペクトル構造についてシミュレーションを行った。
また、運動量空間を重み関数の重ね合わせに分割する smoothed particle kineticsの方法により磁場・熱的・非熱

的粒子を consistentにシミュレートすることを試みた。
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